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慶應義塾大学大学院経営管理研究科 

姉川知史 
 

グローバル・ビジネス・フォーラムによる 
日本のグランド・デザイン策定を行う融合型実践教育 

(慶應義塾創立 150年記念事業未来先導基金プログラム) 

Grand Design by Japan 

－The 2011 Quake and Tsunami Project－ 

8月 2６日－28日 仙台フォーラム 
 

第 4回フォーラム『2011東日本大震災の危機対応(5)－6か月後の現場から』 
 

＜参加者募集＞ 
 
A. 第 I, III部の現地聞き取り調査（プログラムの正規参加者対象） 
B. 第 II,IV部のシンポジウム（公開シンポジウム） 
 
＜申し込み注意＞ 
A, B 両プログラムに参加希望の方は，申し込み用紙にて e-mail でお申し込みください。「グラン
ド・デザイン策定の融合型教育プログラム」の申し込みも必要です。 
Ｂの公開シンポジウムのみ参加希望の方は申し込み用紙にて Faxでお申し込みください。 
 
グランド・デザイン策定の融合型教育プログラムに参加希望者は，申込用紙を次のサイトよりダウ

ンロードして，ＦＡＸしてください。 
http://anegawa.kbs.keio.ac.jp/Grand_Design_Project/index2.html 
 
 
1.  日時 平成 23年 8月 26日（金曜日）－28日（日曜日） 
 
2． 訪問場所  仙台市，多賀城市，石巻市，その他  
シンポジウム会場 『仙台市情報・産業プラザ』セミナールーム 
仙台市青葉区中央 1-3-1AER 6階（〒980-6105）TEL 022-724-1200 
 
3． 目的  
震災半年後の現場において，被害の状況，復興の現状，今後の課題を，現地の住民，勤労者，専

門家，行政担当者，ビジネスマン等，多様な人々が集まり，講演，討議，懇談形式で共有し，今後
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の長期的課題解決を検討する。 
 
４．コーディネーター 
柳井雅也 東北学院大学 教養学部地域構想学科 教授 
同教授は，多賀城市，石巻市等，宮城県の各地域の復興の中心メンバーとして，広く御活躍中で

す。今回のフォーラムは同教授に企画を依頼し，訪問先，講演者を選んでいただきました。同教授

でなくては実現困難なプログラムを策定いたしました。フォーラム，シンポジウムの参加者に対し

て，最良の情報を提供し，今後の政策や実務に直結する根本的な討議をめざします。 
 
５．プログラム 
8月 26日  
第Ｉ部 現地ききとり調査 1  
0：30  都内ターミナルより貸切バスで出発（東京から新幹線の場合，始発） 
8：00  仙台駅西口駐車場着 8：15  仙台駅西口駐車場発 
9:00- 12:00 現地見学・討議セッション「多賀城市の事例」 
9：00－9：30 多賀城市役所 B101会議室，菊地健次郎市長面談，渋谷前総務部長による説明 
10：00～12：00 現地視察（渋谷前総務部長がバスに同乗し，状況説明） 
 
13：00－18：00 現地見学セッション:  
ゼライス株式会社 取締役社長 稲井 謙一 
多賀城・七ヶ浜商工会 多賀城事務所  安住 政之 会長  
 
第 II部 シンポジウム「東日本大震災と復興のグランド・デザイン 1－復興の視点」 
19：00－22：00  
仙台市情報・産業プラザセミナールーム 2b 72名収容 
 
19：00－19：05 主催者挨拶・コーディネーター挨拶 
19：05－19：35 基調講演：伊藤 裕造 東日本放送代表取締役社長 
「メディアの役割と復興戦略提言」  
19：35－20：35 パネル討議 冒頭に 15分ほどの講演後，討議 
横田 純子 特定非営利法人 素材広場 理事長「福島原発事故と農業(仮題)」 
庄子泰浩 今庄青果 代表取締役専務 「大震災と農業」 
若杉 清一 たざわ湖スキー場 社長 「震災と観光（仮題）」 
佐々木俊一 東北学院大学教養学部 学長室長「ボランティア・マネジメント（仮題）」  
伊藤 裕造 東日本放送 代表取締役社長 
 
20：35－21：30 全体討議 
 
8月 27日  
第 III部 現地ききとり調査 2  
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9：00－17：00 現地見学・討議セッション「石巻市の事例」 
7：30 朝バス，石巻市に移動 
9：00 石巻商工会議所 
10：30 日本製紙石巻工場 
 
13:30  石巻魚市場株式会社 須能邦雄社長 
＊市内中心街および門野脇地区，日和山，女川 
16：30バスで仙台に移動 
 
第 IV部 シンポジウム「東日本大震災と復興のグランド・デザイン 2－政策の可能性と限界」 
仙台市情報・産業プラザセミナールーム 2a（60名収容）  
18：00－22：00  
 
18：00－18：05 主催者挨拶 
18：10－18：30 コーディネーター挨拶 
18：30－19：00 基調講演 若生正博副知事「宮城県の被災状況と復興戦略（仮題）」 
19：00－20：30 パネル討議 冒頭に 15分ずつの講演後，討議 
経済産業省東北経済産業局 佐藤寛 産業部長 「東北の製造業（仮題）」 
仙台商工会議所 佐藤盛雄 理事・事務局長「東北のビジネス（仮題）」 
東北運輸局（講演者調整中「東北の観光(仮題)」 
室埼益輝 関西学院大学総合政策学部教授「防災の理論，現実，分析(仮題)」 
宮城県 若生正博 副知事 
 
20：30－21：30 全体討議 
 
8月 28日 
午前： 市内見学  
仙台港湾施設 宮城県土木部 技監兼次長 佐藤 敬，港湾課長 平間 光雄 
 
午後 オプション視察「宮城県山元町復興会議傍聴」（検討中） 
 
18：00 貸切バスで東京ターミナル着 
 
参加料・交通，宿泊  
本プログラムの仙台フォーラム参加費は無料です。仙台までの交通と 8月 26日，27日宿泊につ
いては，自己負担で各自手配をお願いします。 
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Fax. 045-562-3502, keio.grand.design@gmail.com 
 

Grand Design by Japan 

－With the 2011 Quake and Tsunami Project－ 

8月 26日－28日 仙台フォーラム 申込用紙 

御氏名               性別   男   女  

所属                              

住所                              

e-mail address              正確にご記入ください 

 
Tel/Fax                              
 

携帯                              

 

学校・所属名                           

上記住所と Tel/Fax                             

参加  8月 26日  午前   午後  夜の部（シンポジム） 

8月 27日  午前   午後  夜の部 (シンポジム) 

8月 28日  午前 

 

公開シンポジム以外のプログラムについては，「グランド・デザイン策定

の融合型教育」への参加登録が必要です。 

 

特記事項                              


